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研究成果の概要（和文）：近年，心的視点取得と空間的視点取得は，いずれも自身の身体表象を相手の視点位置
へと移動させる心的シミュレーション（以下，仮想的身体移動）を共通基盤としている可能性が指摘されてい
る。本研究は，空間的視点取得を促進する以下の2条件を心的視点取得に応用し，その促進効果を検討した。検
討の結果，①対象と向き合う角度を小さくすること，②対象の位置への移動に必要な動作と一致する身体姿勢を
とること，により心的視点取得が容易になる可能性が部分的に支持された。ただし，心的視点取得時に「仮想的
身体移動」が行われているかを断定するには，今後さらなる検討が必要である。

研究成果の概要（英文）：In recent years, it has been suggested that psychological perspective-taking
 and visuospatial perspective-taking may share a common underlying mechanismーmental body 
transformation, in which one's bodily representation is mentally transformed to the target person's 
viewpoint. In this study, two methods known to facilitate visuospatial perspective-taking were 
applied to facilitate psychological perspective-taking, and their effects were examined. The results
 partially supported the hypothesis that psychological perspective-taking becomes easier when (1) 
the angular disparity between oneself and the target is minimized, and (2) the body posture is 
congruent with the movement required to reach the target’s physical position. These findings 
suggest that mental body transformation may also be partially involved in psychological 
perspective-taking. However, further research is needed to determine it.

研究分野：社会心理、認知心理

キーワード： perspective taking　egocentrism　Theory of mind

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、心的視点取得を効果的に促進する方法を開発することであった。研究の結果、対象と向き合う
角度を小さくすることや、対象の物理的位置に移動する際に必要な動作と一致した身体姿勢をとることで、心的
視点取得が容易になる可能性が示された。心的視点取得傾向の低さは、社会的不適応と関連していることが先行
研究で指摘されている。本研究の成果は、心的視点取得のメカニズムの一端を明らかにし、心的視点取得に困難
を抱える人がどの過程で躓いているのかを把握する手がかりを提供するものである。将来的に、心的視点取得に
困難を抱える人を対象とした心的視点取得トレーニングの開発に寄与することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
心的視点取得，すなわち「相手の立場に立って相手の考えを想像・理解すること」はスムーズ
な社会生活を営むうえで不可欠な能力である。この能力の低さは，社会的不適応と関連すること
が指摘されており，その重要性から，心的視点取得を促進する方法には注目が集まってきた。 
しかし，従来の研究は，「相手の立場に立って考える」という行為が漠然とした「ひとまとま
り」の概念として捉えられており，人が相手の立場に立とうとする時に心の中で何を行っている
のか，すなわちその個人内メカニズムについて分析的検討がなされていなかった。そのためもあ
り，従来開発された促進方法は，「相手の立場に立って考えるように促すこと」や，「相手の役割
を演じる経験をさせること」であり，いずれも人に追加の認知的コストを要求するものであった。
そこで本研究では，心的視点取得に関わる個人内メカニズムを明らかにし，更なる時間や労力を
必要としない，画期的な促進方法の開発を目指すこととした。 
 
２．研究の目的  
そこで本研究は，①心的視点取得過程の構成要素を明らかにし，②その構成要素への介入に
よって，認知的コストを要しない心的視点取得促進方法を開発することを目的とした。文献調査
の結果，これまでの理論的検討によると，心的視点取得過程と空間的視点取得（自分の物理的位
置と異なる位置からの見え方を想像すること）過程は，自動的に生じる自己視点の知覚や経験か
ら一旦離れ，それとは異なる視点からの知覚や経験を推測するという点で共通していると考え
られており（図 1），空間的視点取得に含まれる「仮想的身体移動」が心的視点取得にも関与し
ている可能性が示唆されている。そこで，心的視点取得と空間的視点取得が「仮想的身体移動」
という共通基盤を有するなら，空間的視点取得を促進することが知られている身体動作が，心的
視点取得も促進するかを検討することを目的とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．研究の方法 
 まず文献調査を行い，空間的視点取得に含まれている仮想的身体移動が心的視点取得にも関
与しているという仮説を立てた。そのうえで，空間的視点取得を促進することが知られている以
下の 2つの条件が心的視点取得を促進するかを検証する実験室実験を行った。 

1)対象と向き合う角度が小さいこと 
空間的視点取得では, 対象と向き合う角度の乖離が小さくなるほど仮想的身体移動が容易とな
り反応時間が短縮することが示されている。そこで, 心的視点取得時にも同様の効果が生じるか
を検討するために，タッピングパラダイム (Griffin & Ross, 1991）を用いて，対象（サクラ）と
向き合う角度が 0 度（正対）条件と 180 度（横並び）条件での心的視点取得の正確さを比較し
た。 

2) 対象の物理的位置への移動と一致する身体姿勢をとること 
空間的視点取得では，対象の位置に移動するための動作と一致した身体姿勢をとることで，反応
時間の短縮と正答率の向上が報告されている。これを心的視点取得に応用し，実験参加者から見
て 135度の位置にいる対象（サクラ）に対して，仮想的身体移動と一致する身体姿勢をとる条件
と，相反する姿勢をとる条件を設定し，両条件における正確さを比較した。 
 
４．研究成果 

 
1) 空間的視点取得と心的視点取得の関連についての文献調査結果をレビュー論文にした。 
2) 空間的視点取得を促すことが示されている次の 2 つの条件，1.対象と向き合う角度を小さ
くすること，2.対象の物理的位置への移動に必要な動作と一致する身体姿勢をとること，に
とって心的視点取得が容易になる可能性が部分的に支持された。特に 2 つ目の条件につい
ては，操作の妥当性に課題があり，心的視点取得と空間的視点取得が共通の基盤を持つか



どうかについては，これら 2 つの実験結果のみでは断定することができなかった。空間的
視点取得と心的視点取得が「仮想的身体移動」という共通基盤を有するかを明らかにする
には，今後のさらなる検討が必要である。 
 
本研究の成果は，心的視点取得のメカニズムの一端を明らかにすることであり，視点取得
に困難を感じる人が，どの過程において課題を抱えているのかを明確化する手がかりを提
供する。また将来的には，そうした人々を対象とした心的視点取得トレーニングの開発に
もつながることが期待される。 
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